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募
　
　
集

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

ニュース
文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練
を
実
施

（
町
内
文
化
財
で
の
消
火
訓
練
）

　

１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
日
を
中
心
と
し
て
、
全
国
的
に

文
化
財
を
火
災
・
震
災
そ
の
ほ
か

の
災
害
か
ら
守
る
文
化
財
防
火
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24

年
1
月
26
日
に
、
現
存
す
る
世
界

最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆

寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂
が

炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に

併
せ
て
、
本
川
地
区
で
は
本
川
新

郷
土
館
と
国
の
重
要
文
化
財
の
山

中
家
住
宅
に
お
い
て
、
本
川
方
面

隊
、
仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署
、

四
国
電
力
株
式
会
社
と
合
同
で
、

文
化
財
施
設
の
初
期
消
火
訓
練
と

防
火
設
備
・
電
気
設
備
の
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
野
地
区
で
も
、
椙
本

神
社
で
火
災
発
生
と
の
想
定
の
も

と
、
屋
外
消
火
栓
や
、
消
火
器
で

の
初
期
消
火
訓
練
に
引
き
続
き
、

消
防
団
伊
野
分
団
と
仁
淀
消
防
組

合
消
防
署
が
合
同
で
、
消
防
ポ
ン

プ
車
な
ど
を
用
い
て
の
消
火
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

文化財防火デー

３
月
の

消
防
団
行
事
予
定

３
月
１
日（
土
）～
７
日（
金
）

　

春
の
火
災
予
防
週
間

３
月
２
日（
日
）

　

伊
野
方
面
隊
春
季
演
習

３
月
７
日（
金
）

　

本
部
会新

入
団
員
の
紹
介

　

新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。地
域
で
の
消

防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。ま
た
、地
域
に
お

き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防
団

活
動
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
野
方
面
隊

枝
川
分
団　
　

田
岡　

眞
広

枝
川
分
団　
　

松
原　

正
剛

枝
川
分
団　
　

藤
原　

洋
助

男
女
消
防
団
員
募
集
!!

～
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
～

　

町
で
は
、
町
内
在
住
の
方
で
地

域
で
の
防
火
・
防
災
活
動
に
従
事

し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
、
健

康
で
使
命
感
あ
ふ
れ
る
18
歳
か
ら

40
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
の
入
団
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
各
分
団
又
は
仁

淀
消
防
署
（

 

８
９
３

－

３
２
２

１　

消
防
団
係
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ニュース

防
災
研
修
会
の
実
施

　

１
月
18
日
、
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
伊
野
で
、
自
主
防
災
組
織
を

対
象
と
し
た
防
災
研
修
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
第
１
部
と
し
て

気
象
庁
高
知
地
方
気
象
台
か
ら
、

特
別
警
報
と
緊
急
地
震
速
報
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

全
国
の
過
去
の
災
害
を
参
考
に
、

い
ざ
と
い
う
時
に
、
周
囲
に
声
を

か
け
な
が
ら
身
を
守
る
行
動
を
と

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
具
体

的
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
会
の

最
後
に
は
活
発
な
質
問
が
あ
り
、

参
加
者
全
員
の
理
解
が
深
ま
り
ま

し
た
。

　

第
２
部
で
は
高
知
県
防
災
士
会

会
長 

土
居
清
彦
氏
を
講
師
に
、
各

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
避
難
所
運

営
の
図
上
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
行
政
職
員
を
す
べ
て
の
避
難

所
に
派
遣
す
る
こ
と
は
不
可
能
な

た
め
、
基
本
的
に
避
難
所
運
営
は

自
主
防
災
組
織
や
地
区
会
の
施
設

管
理
者
な
ど
が
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

次
々
に
出
さ
れ
る
避
難
所
開
設

時
の
安
全
確
認
、
危
険
の
除
去
、

ペ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
、
運
動
場
の

利
用
方
法
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、

各
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し
合
い
、

最
後
に
意
見
発
表
を
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
ほ
か
の
方
の

意
見
を
聞
く
中
で
新
た
な
視
点
に

気
付
き
、
ま
た
、
普
段
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
の
な
い
町
内
各
地
域
の

自
主
防
災
組
織
の
方
と
交
流
で
き

た
こ
と
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

各
地
域
に
持
ち
帰
り
、
地
域
防
災

力
・
災
害
対
応
能
力
の
一
層
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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